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Abstract

Mostcontemporarydancetheoryisbasedupontheprinciplesofclassicalballet.Aknowledgeofthesystemofdance
educationintheUS,asaprimeexampleofpracticesaroundtheworld,providesanunderstandingofthesignificance
ofclassicalballetindanceeducation.
IwasprovidedwiththeopportunityofstudyingattheUniversityofArtsforoneyear.Basedonmyexperiences,I
producedareportregardingthecharacteristicsofdancetrainingintheUSfromtheperspectiveofclassicalballet.
Freshmanandsophomoretrainingfocusesonthebasics.JuniorandSeniorstudentschoosetheirspecialtyandreceive
traininginthatfield.However,classicalballettuitionisrequiredthroughoutthefouryearcourse.Thecurriculumis
baseduponasoundunderstandingofthenatureofdanceandclassicalballetisobviouslyconsideredthebasisofall
othermodesofdance.
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＜はじめに＞

クラシックバレエは16世紀イタリアルネッサンス時

代の宮廷舞踊から発祥し，バレエ学校はフランスの国

王ルイ14世（太陽王）が1661年に王立舞踊学校（現在

のパリオペラ座学校）を創立したのが始まりである．

同時期にシャルル・ルイ・ボーシャンによってバレエ

教則本が出来上がり，脚の５つのポジションが確立さ

れた．また，1760年にはノベールにより「舞踊とバレ

エについての手紙」という舞踊百科辞典的な性格を持

つ本が出版された．それまでバレエの中心部はフラン

スであったが，その後バレエはロシアへ移行しチャイ

コフスキーの３大バレエである「白鳥の湖」「眠りの森

の美女」「くるみ割り人形」が誕生し，ロシアの興行師

デイアギレフの手によってフランスで再び栄えた．そ

の火ダネがとびちり，ヨーロッパ中にクラシックバレ

エは開花した．その同時期にアメリカでは，イサドラ

ダンカンによってモダンダンスが確立され，それ以後

ありとあらゆる技法を持ったダンスが出現した ．

例えばマーサ・グラハムは，モダンダンサーであり

フォーサイスはコンテンポラリーの振り付け者である

が，クラシックバレエの基礎を体得した上で彼等の芸

術を確立している．つまり現在の舞踊の多くはクラ

シックバレエをその基本として成り立っているといっ

ても過言ではない．このような事実に基づいて他国の

高等教育機関での舞踊をみるとき，クラシックバレエ

がどのように位置づけられているのかを知る方法とし

ては，アメリカの舞踊教育がその手がかりとなること

を松本千代栄氏が示唆している ．そこで本研究者は

UniversityoftheArtsにおいて１年間研修する機会

を得たことから，アメリカの大学のダンスコースにお

ける舞踊教育の特徴をクラシックバレエの位置づけか

ら報告することとする．

＜研究の方法＞

著者の海外在外研修地であるPhiladelphiaにおい

て招聘大学であるUniversityoftheArts（以降Uarts

と表記する）を調査地とし，2000年９月１日から2001
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年３月25日まで（Fallsemester～Springsemesterの

途中）の期間で，観察，インタビューを通して，報告

することとした．また，大学の概要やカリキュラム等

に関する資料は，Uarts発行のパンフレット等から一

部抜粋した ．

１.Uartsの教育理念

１）Uartsの概要

Uartsは，ダンスに関する完全なるプロフェッショ

ナルになるための教育を目的とした大学である．1987

年に「PhiladelphiaCollegeofArtandDesign」と

「PhiladelphiaCollegeofPerformingArts」「College

ofMediaandCommunication」の３つの単科大学が

統合しtheUniversityoftheArtsとして総合大学と

なった．1996年には一般教養，メディア，コミュニケー

ションの科目が充実し，現在では150種類以上の職業が

身につけられるよう準備されている．大学はPhiladel-

phiaの中心部に位置している．約２時間で世界の芸術

の発信地といわれるニューヨークに行かれる為，いち

はやく情報を入手することが可能である．

大学の特筆すべき施設に，９つのスタジオと３つの

劇場が挙げられる．大通りに面したビルの１階から４

階に，バー，鏡，巨大な窓，ピアノ，オーディオセッ

トが各完備させている大スタジオが４つ，中スタジオ

が５つある．各階にはロッカー，シャワールームドレッ

シングルームが完備しており，さらに各スタジオに隣

接されているラウンジは学生の憩いの場所となってい

る．地域の芸術劇場としても利用されているメリリア

ンシアターは，歴史的な劇場であり学生達の発表の場

として使用されている．他には学生の小公演が行える

200席のダンスシアターを２つ保有している．U arts

は，ダンスコースで学ぶ学生達にとって，プロの演技

者，あるいは舞踊教育者や振付者としての身体，知性，

創作の形成に徹底して専念させることができる環境に

あるといえる．

取得学位はBFA，BFA（danceED），Certificatein

Danceの３種類がある．BFAは芸術学士の称号であ

り，ダンスの演技あるいは振りつけの職につけるよう

にプログラムされているカリキュラムから，４年間で

128単位の取得が必要となっている．BFA（danceED）

は，ダンス教師としての専門職に就くために重要な学

位であり，特別に用意されているがペンシルバニア州

では，教師のライセンスなしでも小学校，中学校，高

校，ダンス教室の教師になることが可能である．Certif-

icateinDanceは２年間55単位を卒業単位とし，これ

らの学生の為に実技中心の授業が用意されているが学

士の称号は得ることができない．

２）教員と学生

アメリカのバレエ教育は18世紀から19世紀にかけて

イタリアやデンマークからアメリカに移住したバレエ

教師によって西海岸で開始された．1917年ロシア革命

後アメリカに流入した亡命ロシア人舞踊家によってロ

シア技法が浸透しはじめると，1920年代にはルース

ページがシカゴに，キャサリンリトルフィールドは

フィラデルフィアにバレエ学校を設立し，アメリカ人

による初めて本格的なバレエ団・バレエ学校設立とな

りヨーロッパに劣らぬ教育が開始された ．のちにロ

シアより亡命したバランシンを迎えて創設された

SchoolofAmericanBalletでさらに高まっていった．

フィラデルフィアは東海岸では始めてバレエ学校が設

立されたことから，多くのバレエの教師陣が居住して

いる．歴史で示されたようにこのあたりのバレエの主

流はやはりワガノワメソドであり，大学でもワガノワ

メソド中心の授業展開となっている．又，歴史が辿る

がごとくブルノンビル派（デンマーク）バランシン派

（ロシアからアメリカ）アントニーチューダー派（イギ

リスからアメリカ）のメソドを指導する教師陣が揃っ

ている．

ダンスコースの教員数をCourseCatalogのSchool

ofDanceFacultyを基に表１に示した．バレエ２名

表１ ダンスコースの教員構成
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（学外教員６名），モダンダンス４名（学外教員５名）

と教師数は多いことからこれらの実習に重点をおいて

いることが伺える．また，どのジャンルにおいても学

外教員が学内教員よりも多いことが示されている．こ

れは，カリキュラムの柔軟な変更，改善に対応するた

めの方途と推察される．その他に登録している授業伴

奏者７名，テクニカル，ディレクター１名，衣装専門

１名についてもその専門領域での一流のプロを雇用し

ている．これらのことも専門性の充実を図っているこ

とを示している．又客員教師については，著名人が多

く，中でもニューヨークで活躍中の偉大な芸術家と称

される人々を大学内で見かけることが多々あった．

学生の多くは他の州から来ている．１年生は寮には

いることも可能であるが，ほとんどは大学付近のア

パートに住んでいる．男子の半数以上は，奨学金を得

ている．大手のカンパニーが（例えばコカコーラ，本

屋，レコード店等）スポンサーとなって学生達の援助

に多大なる力を貸している．入学に関しては，高校の

成績および席次，SAT（Ⅰ，Ⅱ）やACTなどの全国

共通試験の成績が選抜の資料となり，ダンスのオー

ディションによって合格者が決定する．外国人留学生

の場合，TOEFL500点を必要とするが，実技重視であ

るため実際には470点でも合格している．

入学者の人数制限はなく，その時々に応じて変化し，

現在，学生在籍人数として１年生70名に対し，２年生

60名，３年生60名，４年生40名といった具合に減少し

ていく．これは，外部のオーディションに合格し，プ

ロに移行していくことが理由のひとつとして挙げられ

る．

３年生より専攻別になった際にモダンダンス専攻，

ジャズダンス専攻を専門とする学生数割合はほぼ同数

であるのに対して，バレエを専攻とする学生は少数で

ある．この現象はアメリカがモダンダンスの発祥地で

あり，さらにはミュージカル産業国であることが関係

していると思われるが，それ以上にバレエ本来の技術

の難しさや職業としての門戸の狭さなど，日本と同様

の状況にあると えられる．

卒業後の進路は，プロダンサー，劇場関係の仕事，

ダンススタジオのアシスタントインストラクターなど

が挙げられる．学生の多くはプロのダンサーを志望し

ているため，学内の掲示版にはいつも沢山の情報で溢

れている．又人材を求めにディレクターが来校するこ

ともあり，大学内でのオーディションもたびたび行な

われている状況である．このように日本よりはダンス

関係の仕事に就ける可能性は高い．しかし，プロとし

て安定した就職になりえないことは各国共通した難し

い現状といえる．

２.カリキュラムの特徴とバレエの位置づけ

１）カリキュラムとバレエの位置づけ

ダンスコースの必修科目を表２～５に示した．

１年生は実技５科目，演習２科目，講義５科目が必

修科目となっている（表２）．実技の中心科目はクラ

シックバレエ，モダンダンス，ジャズダンスである．

この他にタップ等が加わる．これらのダンスの学習単

位となるクラスは入学時にクラシックバレエの経験の

有無と技術によって表６で記されているようにsec-

tion１（初級），section２（中級），section３（上級）

の３クラスに編成され，１・２年次は全ての授業をこ

のクラスで受講することになる．入学者のダンスの技

量をクラシックバレエの技法から判断するその背景に

は，全ての舞踊基礎基本をクラシックバレエとした発

想がうかがえる．１年生は週に４回のクラシックバレ

エ，３回のモダンダンス，２回のジャズダンスをこの

クラスで受講する．等質のクラスで学習するため，学

表２ U artsダンスコースにおける必修科目を「Course
Catalog」より抜粋
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生の進歩は著しい．クラシックバレエの経験や技法に

よって等質のクラスを編成することに関しては，誰も

が納得いくカリキュラムである．

２年生は，実技４科目，演習２科目，講義５科目が

必修科目となっている（表２）．週３回のクラシックバ

レエ，３回のモダンダンス，２回のジャズダンスに加

え，２年次からダンスアンサンブルが開講される．こ

のダンスアンサンブルが年２回の大きな公演の作品づ

くりとなる授業である．この授業に関しては，学生と

教師の双方共の希望や意見を手がかりに３，４年生も

加わりオーディションによって編成されている．

３年生からはクラシックバレエ，モダンダンス，ジャ

ズダンスの専門性を高めるためのクラス編成となり，

カリキュラムも方向性が明確になっている（表３，４，

５）．クラシックバレエ専攻生のバレエ以外の実技には

モダンダンスがある．これは，表現力の育成や強化を

ねらいとしていると思われる．特筆は「バレエレパー

トリー」という授業である．これはあまり世間では上

演されていないが，歴史を辿る上で重要とされる作品

をとりあげ伝承することの意義を尊重している内容で

あった．

モダンダンス専攻生とジャズダンス専攻生にもクラ

シックバレエは必修科目となっている（表４，５）．こ

れは，バレエの技法が身体のメンテナンスやプレイス

メントに通じていることが立証されていることに起因

していると思われる．

４年生では実技３科目，演習１科目，学科１科目が

必修科目となる（表３，４，５）．空いている時間は自

表３ U artsダンスコースにおける必修科目を「Course
Catalog」より抜粋

表４ U artsダンスコースにおける必修科目を「Course
Catalog」より抜粋

表５ U artsダンスコースにおける必修科目を「Course
Catalog」より抜粋
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分の必要に応じて他専攻，他学年のクラスで気軽に授

業を受けている．特にバレエ専攻生以外の学生達は週

１回開講されている，「ノンメジャーバレエクラス」だ

けでは不足感が強く，下学年に開講されているバレエ

クラスを単位とは関係なしに受講している実態が見受

けられる．

U artsでは全てのダンスの基本はクラシックバレ

エであるという理念がカリキュラムからダイレクトに

うかがえ，時間割りにおきクラシックバレエクラスが

ほぼ朝の時間帯に置かれている（表６）．これは，バレ

エ技法で朝のうちに基礎的な身体づくりをすること

は，ダンサーにとり理想的なスケジュールであり，学

生達の身体を思いやる配慮がなされている．と同時に，

常に１日の始まりはクラシックバレエで訓練をおこ

なってから動くようにカリキュラムを通して指導して

いると見受けられる．又学生のニーズに対応すべく教

師側も徹底したクラシックバレエ指導を行っている．

１～４年生までを検証すると必修の占める割合が卒業

単位の４分の３，そのうちの半分以上が実技の授業と

なっている．必修科目のしばりを多くすることによっ

て学生達に実力を身につけさせるダンスに関するプロ

の育成といった観点から構成されているまさにBFA

のカリキュラムといえる．

必修選択科目として，「リベラルアーツ（一般芸術教

育，各１科目３単位）」分野は２年生より受講すること

ができる．文学は４科目，芸術関係の歴史は35科目，

社会自然科学は50科目，科学/数学は12科目，人文学は

39科目，歴史分野は９科目の内より21単位選択する．

選択科目として，４年間で９単位以上受講であり学

位を獲得するために必要な卒業単位は123単位から129

単位である．コースにひらかれている選択科目（表７），

表６ 時間割（実技）の一例

表７ ダンスコースに開かれている選択科目
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その他として，他の専攻の必修である初級（Ⅰ）のク

ラス又は，他のコースの必修である初級（Ⅰ）のクラ

スからも，取得することができる．又学生が他の専攻，

他コースの中級の（Ⅱ）のクラスを受講したい場合は，

教師との交渉で単位を得ることも可能である．学生は

１セメスターに18単位以上登録する為，４年間に144単

位を超す結果が生じている．

今後ダンスはあらゆる芸術分野とかかわりを持ち

日々斬新な作品が登場しているため，学生は時間割り

が許される限りどん欲に受講し自分自身を高めている

姿勢が見受けられた．

２）年間公演スケジュール

年間公演スケジュールを大学の年間スケジュールよ

り抜き出し表８に示した．年に２回計６日間大きな公

演を上演する．「ダンスアンサンブル」の授業で振りつ

けられた作品を発表するのが主である．衣装も全て教

師が用意し，劇場つきのプロスタッフが全てを取り仕

切り，国立ダンサー並みの待遇で行なわれる．大学の

斜め前に位置するメリリアンシアターでリハーサルを

含め５日間貸切り，思う存分舞台上でリハーサルをす

ることが出来る．

各学年の創作発表会では自分達で自由に創作し，出

演者についてはそれぞれが学生同志で交渉しあって成

立する．衣装に関しては自分達で案を出し，衣装専門

の教師に制作依頼する．

当日，学生が舞台監督や音響，照明等テクニカルア

シスタントを担当しなければならない．又４年生はか

ならず１曲以上の創作を発表しなければならない．

当日，振り付け者は作品について各自のコメントが

必要となり観客にスピーチを行う．１年生以外の学生

は通算年間５，６回の舞台を経験できる．舞台から学

ぶものは限りなくある為，学生にとって舞台体験が多

ければ多い程実力となるというコンセプトから出来上

がったスケジュールである．

３）ExtensionClassについて

このクラスはダンス拡張部門として，生徒以外の若

い人や外部の人々の為に作られたさまざまなプログラ

ムを用意している．彼等の隠れている才能を探し励ま

す刺激的なものである．学生は，ダンスコース以外の

学生であっても，単位として認められる．ダンスコー

スの学生は，もちろん自由に受講することが出来る．

期限は１セメスターでくぎられており，Uartsの学生

は単位希望者のみ受講料を支払う．すべてUartsで教

鞭をとっている教師で成り立っている．科目として，

バレエ１～４グレード，モダンダンス１～３グレード，

ジャズダンス１～３グレード，スパニッシュ１～２グ

レード，タップダンス１～２グレード，ブラジリアン

ダンス１～２グレードとなっている．

全て行われる時間帯は，17：30～21：00頃までで大

学内の空いたスタジオで行われる．科目内容はそのと

きどきに応じて変わる．表９は2000年のFallセメス

ターで行なわれた科目と登録者の人数であるが，実際

の人数は登録なしでダンスコース生は受講できる為，

表の人数には記されていないが，学生が常に数人加わ

り１クラス約20人程度で繰り広げられ活性化されてい

る．特に初級クラスは外部の人々で盛り上がっている．

これは，大学の位置する場所が好条件であるため，会

社帰りのOLや，主婦，リタイアした老人が受講してい

るためである．中級クラスになると，大学のダンスコー

ス以外の（演劇コース，ミュージカルコース，美術コー

表８ 年間公演スケジュール 表９ EXTENSIONCLASS種目別登録者数
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ス）などの学生が受講している．上級クラスでは，ダ

ンスコース学生が補講感覚で受講している．

ExtensionClassでもバレエクラスが一番多く設け

られており，クラス数のわりには登録人数が少ないが，

ここでも受け入れクラスを多く設置しバレエの重要性

を唱える大学側の方針が伺われる．１年生の必修科目

であるバレエ，モダン，ジャズ，タップの初心クラス

は（Section１），おくれを取り戻すかのようにダンス

コース１，２年生の受講者が多数であった．よって大

学では，いつも，９：00や22：00頃まで学生は踊り続

けることが出来る．ほとんどのダンスコース学生は，

月曜日から金曜日までは他の𥡴古場でトレーニングす

る必要がないほど大学に設けられたクラスで充分に実

力を伸ばすことができる徹底したカリキュラムである

と えられる．

４）サマープログラム

夏休みの期間には２週間がひとつのプログラムとな

るサマープログラムが２回７月中に設けられている．

授業は学内教員であるがバレエ教師のみ，客員教師と

してフェルナンド，ブフォネスが招聘されている．彼

は有名なバレエダンサーであったため，地域の州立バ

レエ団員までが参加するほどの反響でありバレエクラ

スが特に盛り上がりをみせていた．このクラスには一

般の受講者で成り立っている，特に一般の受講者の中

には，９月入学の学生が多数参加しており入学生に対

しても著名な教師によるバレエクラスはバレエの必要

性を示す為のある種のデモンストレーション的要素を

感じさせられた．科目内容はExtensionClassとほぼ

同様である．又このプログラムでも希望者は単位を得

ることが可能である．

３.バレエ授業視察と指導体験からの報告

１）バレエ教育の特徴

① １，２年生のクラスの特徴

１，２年生のクラスの特徴を表10に示した．１年生

でまず必要なことは，身体の正しい位置を理解するこ

ととバレエの基本的なポジションと動きを体得するこ

とである．これを目的としプログラムが組まれている．

１年生はレベルの相違が大幅にあるためSection１か

ら３では授業内容の差があきらかとなっている．基礎

固めが必要な１年生は各Section共に指導ペースが

ゆっくりであり項目を少なめにし，繰り返し学ばせる

ことを心がけている．バーとセンターとの関連性を大

切にしている．２年生になると学生のレベルの差が縮

まるため授業内容の変化は著しくない．しかし，Sec-

tion１とSection２，３では３年生からの専攻分けを

意識してかセンターにおき特徴が異なるように見受け

られる．２年生のSectionでもバーとセンターとの関

連性を 慮している．

② バレエ専攻３，４年生のバレエの特徴

３，４年生のバレエの専攻でもバーで行ったパはか

ならずセンターにいかされるように組まれ，バーの意

義を伝える．

３，４年生のバーにおいては１・２年生Section３と

同レベルでありバーでは基礎の繰り返し，身体の

チェックとしての役割であることが確認される．２年

生Section３よりセンターはさらに複雑となり次のパ

がわざと出にくいパで用意されてあったり，つなぎの

パがなくダイレクトに片足で動くパであったり足の筋

力，器用さが要求される動きが増える．内容はほぼプ

ロが行うレッスンと同様である．ピルエットは３回以

上が要求され，アチュチュトゥール，アラベスクトゥー

ルも２回以上の回転が要求される．

③ ポイントクラスの特徴

ポイントクラスではⅠ，Ⅱ，Ⅲまで開講されている

が，レベルによる授業内容の違いは，バーにおいては

みられない．共通してポイントワークはバーよりス

タートし，ドゥミポアント，ポアントで足裏のストレッ

チから始まり片足でピケスス立ち，両足立ち，支え足

なしでの片足立ちの順でバーのプログラムが展開して

いく．バーの一連の動きで自分の意志のままにポイン

トが操作できるような訓練を組み込んで体得させる．

ポイントクラスのセンターでは，ポイントクラスⅠ，

Ⅱでは短いコンビネーションや同じパの連続でポイン

トに慣れさせる．又，有名なバリアシオンを１セメス

ターに２，３曲の割合で体得させポーズの見せ方，特

にパとパのつなぎ，観客の存在を念頭においた指示を

与え，踊りを完成させる．

ポイントクラスⅢではバランシンスタイルの特徴で

あるダイナミックさと細かいパのコンビネーションテ

クニックを体得させていた．

④ パートナリングクラスの特徴

パートナリングは週１回開講であり，他の専攻学生

も多く受講している．あらゆるダンスにおき男女で踊

る場面がある為いつも基礎編の展開である．男女共基

本が理解されていれば，先々難しい作品に向かうとき

でも踊りこなせるであろう．よって難しいパートナリ

ングをこの授業でする必要はなしとの担当教師の説明
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であった．授業は水曜日の夕方であり，学生達はすで

に体が出来上がっている為１時間半ゆっくり時間をか

けて学ぶことができる．スタートは男女交互に無理な

い間隔で手をつなぎプリエ，ルルべをスローテンポで

行う．ここで男女の自然体な間隔を確認しあうことは，

スキンシップの始まりでもある．男子，女子共に組む

ことに慣れていないため，教師は常時それぞれにアド

バイスを促す．立ち位置，サポートする手と足の位置，

距離間を保ちながらのタイミング，ふたりで踊る意識

の訓練を中心に進められる．回転系は全て１回で身体

の中心部感覚を養う．

⑤ 男性クラスの特徴

バレエ特有である男性舞踊手の踊りを体得させるた

め，バレエ専攻の男子学生が受講する．このクラスは

もちろん他専攻男子学生も受講可能である．

男性クラスの特徴としてバーレッスンはシンプルに

表10 １，２年生のクラスの特徴
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行うとの担当教師の説明であった．特に膝の屈伸運動

が多く取り入れられているパが目立つ．これは男性独

自の力強い躍動的なパをセンターで繰り広げるためで

ある．学生の技能はさまざまであり男子学生は，女子

学生に比べると少数である為ひとりひとりに手厚いア

ドバイスを与え，男子学生を大事に育てている印象で

あった．

２）指導体験

WinterPaformanceに，著者もゲスト教師の作品と

して振り付けを行い指導し，２回公演を体験する機会

を得た．

今回の作品は『桜の花』がテーマであり，日本人が

桜を愛する想いを桜の花がつぼみを持ち散っていくま

での過程，桜の花の命を表現した内容であった．この

作品はかつて本学の学生が卒業公演で上演している作

品であり，日本人学生とUartsの学生との間に作品に

対する理解のしかたや捉える方が違うのか，また，そ

の結果として技術や表現に相違がみられるかが最大の

関心事であった．

ダンサーの振り憶えの早さは著しく，ほぼ１回の指

導で振りが体に入った．音楽がもたらすその情感ある

曲に助けられ，作品の持つイメージを彼女らは，漠然

と理解した様子であった．しかし，その後は振りの持

つ深い解釈，繊細さ，しなやかさ，パとパとのつなが

りなどの明確さに欠け，注意を促した直後はそれらし

くなるものの，すぐに体操的な踊りに戻ってしまうと

いった具合であった．日本の風土に根付く桜を生活習

慣，文化の異なる学生にどのように伝え，彼女らがど

のように解釈するかが課題となった．

日本のアマチュア舞台の場合，本番近くになればほ

ぼ毎日練習をして本番に挑むのが常である．しかし，

ここでは週２回の授業以外はなかなか練習をさせても

らえない状況であった．このためか舞台が近づく緊迫

感がやや日本人学生より希薄に感じられた．これには

教師の指導問題が関係しており舞台前に緊迫したムー

ドを作り上げる私達日本人独特の特徴からきているも

のと思われた．

日本のこの状況を彼女らに説明すると，プロではな

いのだからある程度できれば良く，満足も得られると

いう回答であった．舞台実習が理想的に繰り広げられ

るカリキュラムであるのに対し，この回答や対応には

いささか残念であり，もっと教師も学生も有意義に，

意欲的に望むべきであり，恵まれた環境の中で残念で

あった．しかし，アマ・プロという以前に舞台の重さ

や舞台への思い，人にみせる意義に対する心構えが日

本の能狂言，歌舞伎といった伝統芸能から伝承されて

いる日本人と外国人との根本的な え方の違いである

と感じさせられた．本番時でも緊迫感は持たれず，お

祭り的感覚が強すぎて自分達が楽しみ，ミセル（見せ

る，魅せる）工夫に欠ける面が気にはなったものの，

彼等の持つ異常なるエネルギー，体力は舞台の上で発

揮されることにより，充分に観客に伝わりある意味パ

ワフルな公演となり観客を盛り上げている様子には感

心させられた．彼等がひとつひとつの舞台に対して更

に誠実な気持ちが持てれば，素晴らしいダンサーにな

れるのではないかと痛感した．

英語で説明し，舞台にもっていくまでの過程，特に，

場あたり照明や舞台監督への指示等がすべて初めての

経験であった．ダンサーも観客も日本人とは え方や

捉える方などの違いが著しく，戸惑った場面は多々

あった．しかし，総じて貴重なる経験であった．

＜おわりに＞

アメリカの教育制度に日本でいう文部省という国家

機関が存在しないため，日本と事情が異なり，カリキュ

ラムの改善，拡張，人事等自由に各大学で独自性を出

すことが出来る ．よってUartsのダンスコースのカ

リキュラムは，専門に必要な要素を全て含む理想的な

構造であり，全てのダンスの基本はクラシックバレエ

であるという理念がカリキュラムからダイレクトにう

かがえた．

１，２年生ではバレエ中心の徹底した基礎作りで，

３つのレベル別クラスによりきめ細かく指導が行なわ

れ，３，４年生で更に専門を深めるカリキュラムとなっ

ている．バレエは全て必修として各学年に開設され，

ダンスの本質をよく理解していることがカリキュラム

をとおして確認出来る．拡張クラスとしてのExten-

sionClass，サマープログラムについても授業の補充

としての役目を担い，又大学の示す特徴を崩さず実行

されている．学生も毎日フル回転で１～４年生まで充

実した大学生活を過ごしている．あらゆるジャンルの

プロとなるためには先ず身体が動き，それに付随し知

性，創作の形勢をしっかりと専念させるカリキュラム

でなければならない．現在日本の高等教育には類のな

いコースであり今後日本において文部科学省の認可範

囲内でこのようなコースが誕生していくと えられ

る．
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授業視察を総括すると，クラスごとのねらいや目的，

学生の能力に似合うプログラムが組み込まれているこ

とが明らかとなった．また，バレエクラスにおいては

バーとセンターとの関連性をかならず持たせているこ

とが特徴的であった．クラスは細分化されており，各々

のクラスで充分にきめ細かい指導がなされている為，

そのクラスについていけずに遅れがみられる学生は皆

無であることも印象的である．

日本人に比べ，アメリカの学生は身体特性が好条件

の上，パの憶えがとても早い為，授業の進度のテンポ

が早くても，ほとんどの学生はバレエテクニックを修

得しているように見受けられた．特にモダン専攻の学

生の多くが，バレエクラスを受講している現状が特徴

的であり，印象的であった．

本研究は，平成12年度二階堂学園在外派遣として行

われたものである．
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